
 

議題８ 

区分 □ 新 規 ■ 再提案 (R7・8・28 第157回総会；上田市ほか) 

種類 

■ 現行制度の改善又は拡充を求めるもの 

分 

野 

■ 総務文教 

□ 新たな施策の要望又は提案を求めるもの □ 社会環境 

□ 特に市町村への財政支援策等を求めるもの □ 経済 

□ その他（              ） □ 危機管理建設 

要望先 

□ 国 担当省庁  

■ 県 担当部局課室 企画振興部交通政策局交通政策課 

□ その他 名  称  

件名 路線バスに係る地域間幹線系統確保維持費補助金の拡充について 

提案市 上田市、岡谷市、諏訪市、茅野市 

提 

案 

要 

旨 

将来にわたり地域間幹線バス路線を確保維持するため、各地域のバス

事業者等からいただく存続に向けた切実な声を踏まえ、地域間幹線系統

確保維持費補助金における県補助金の拡充を要望する。 

併せて、県では、バス事業者の撤退が危惧される地域路線の維持、存

続を図るため、主体的かつ積極的に関与いただくことを要望する。 

提 

案 

理 

由 

長野県地域公共交通計画では、通院、通学、観光の移動サービスの品

質の保証を目指し、長野県の役割として「鉄道・バスの幹線は、県が主

体的に関与し、交通事業者や沿線市町村とも連携しながら維持・確保を

図る」ことを掲げ、県においては、県地域間幹線系統維持費補助金によ

り一定の支援が図られている。 

こうしたなか、現在の路線バスのダイヤは、朝夕の通勤通学のピーク

タイムに対応できるように設計されており、特に県が所轄する高校への

通学の対応が最重要事項となっているほか、運行経費の高騰や運転手不

足に伴う経営環境の変化などを踏まえると、多くのステークホルダーの

支援がないと地域公共交通の維持・確保ができないことから、地域間幹

線バス路線をはじめとするバス路線の維持・確保に伴う県の受益を鑑

み、市町村からの要望を取りまとめるに留まらず、県の主体的かつ積極

的な支援と、県地域間幹線系統維持費補助金の更なる拡大を要望する。 

 

現 

況 

及 

び 

課 

題 

等 

【上田市の実情】 

県では、現在の市町村界を跨ぐバス路線を対象に「信州型広域バス路

線支援制度」を新設したが、市町村界を跨ぐ路線バスの廃止の表明等が

相次いでいることから、広域的な移動路線の確保維持のため、現在の市

町村跨ぎの要件を見直すこと又は既存制度における補助額を増額するこ

とによる県補助額の拡充を求める。 

路線バスは通勤通学に必要であるが、赤字運行の常態化に加え、2024

年問題による運転手不足に拍車がかかり、併せてコロナ禍による行動変

容などにより内部補助が限界を迎えるなど、路線バス事業からの完全撤



 

退の危機が生じている。 

地域間幹線バス路線は、特に高校生をはじめとする通勤通学の移動手

段として重要な役割を果たしており、国・県の支援はバス路線を確保維

持していくためには必要不可欠な支援となっている。 

当市では、本年9月に、大臣認定である上田市・青木村地域公共交通利

便増進事業計画を策定し、利便増進事業として、幹線系統を含む赤字路

線への公的支援拡充により路線バスの確保維持を図るとともに、ルート

再編、パターンダイヤ化の導入、20時台の運行復活など利用者の利便性

向上を図っている。 

【岡谷市、諏訪市、茅野市の実情】 

諏訪地域の路線バス岡谷茅野線は、地域間を結ぶ重要な公共交通であ

り、地域の生活を支え、観光振興でも重要な路線として、バス運行事業

者が運行しているが、様々な影響から公的支援がなければ、路線バスの

撤退が危惧されるところである。 

県民の足である地域路線の維持、存続を図るため、県地域間幹線系統

維持費補助金の拡充をお願いしたい。 

長野県地域公共交通計画において、主要幹線については「鉄道・バス

の幹線は、県が主体的に関与し、交通事業者や沿線市町村とも連携しな

がら維持・確保を図る」と位置付けられ、県においては、県地域間幹線

系統維持費補助金により一定の支援が図られている。 

そうした中、岡谷駅・茅野駅間の諏訪広域圏を横断する地域の路線バ

ス「岡谷茅野線」は、バス運行事業者が運行し、地域間の通学や通勤、

通院や買い物等の移動手段として重要な「主要幹線」であるが、人口減

少が進む中、安定した乗客数が見込めず、長引く物価上昇や労務費等の

高騰により経営は厳しく、路線を維持存続するため、県補助金に加えて

現在、沿線３市１町による財政支援を行っている。 

このような事例は、他圏域でも生じている全県的な課題であることか

ら、県においては、広域的視点に立ち、地域に必要な路線バスの維持、

存続に対して、主体的かつ積極的な関わりをお願いするとともに、県民

益を守る地域路線存続のため、更なる県地域間幹線系統維持費補助金の

拡充をお願いしたい。 

※現況及び課題 

・利用者の減少「岡谷茅野線」 

令和７年度:82,563人、令和6年度:98,548人、令和元年度:110,248人 

・運行収支の赤字分に対して沿線市町が支援 

３市１町が走行距離割により按分 

 

関係 

法令 
地域間幹線バス路線確保維持費補助金交付要綱 

 


